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公　　　　　告
名古屋港管理組合公告

　港湾法（昭和25年法律第218号）第 3 条の 3 第 9 項の規定に基づき、名古屋港港湾計画の変更の概要を次のとおり公告す

る。

　　平成27年12月28日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

 1  　港湾計画の変更の概要

　 　平成12年 4 月14日名古屋港管理組合公報第242号により、その概要を公告した名古屋港港湾計画について、平成30年代

後半における取扱貨物量を24,660万トンと定めて変更した事項は、次のとおりである。

　⑴　公共埠頭計画

　　　次のとおり計画する。

ふ 頭 名 名　　　称 水深（メートル） バース数 延長（メートル）

金 城 ふ 頭 W64 12 1 260

横 須 賀 ふ 頭 W68 7.5 1 130

飛 島 ふ 頭
TS3 16 1 400

R1、R2 15 2 700

鍋 田 ふ 頭 T4、T5 12 2 500

弥 富 ふ 頭
W8 14 1 340

W9 10 1 170

　⑵　フェリー埠頭計画

　　　次のとおり計画する。

ふ 頭 名 名　　　称 水深（メートル） バース数 延長（メートル）

金 城 ふ 頭 W56 8.5 1 270

　　　次の既定計画を削除する。

ふ 頭 名 名　　　称 水深（メートル） バース数 延長（メートル）

稲 永 ふ 頭 W23、W24 8.5 2 520

　⑶　旅客船埠頭計画

　　　次のとおり計画する。

ふ 頭 名 名　　　称 水深（メートル） バース数 延長（メートル）

ガーデンふ頭 W3 10 1 290

金 城 ふ 頭 W54 11.5 1 430

　　　次の既定計画を削除する。

ふ 頭 名 名　　　称 水深（メートル） バース数 延長（メートル）

金 城 ふ 頭 W58 10 1 400
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　⑷　木材取扱施設計画

　　　次のとおり計画する。

ふ 頭 名 名　　　称 延長（メートル）

飛 島 ふ 頭 防波堤 430

　⑸　水域施設計画

　　　次のとおり計画する。

　　　イ　航路

航 路 名 水深（メートル） 幅員（メートル）

中 航 路 14〜16 400

　　　ロ　航路・泊地

ふ 頭 名 水深（メートル） 面積（ヘクタール）

金 城 ふ 頭
12 2

11.5 13

空 見 ふ 頭 5.5 5

横 須 賀 ふ 頭
7.5 4

7.5 4

飛 島 ふ 頭

16 1

15 41

14 19

弥 富 ふ 頭
14 2

14 10

鍋 田 ふ 頭
12 16

12 2

　　　ハ　泊地

ふ 頭 名 水深（メートル） 面積（ヘクタール）

ガーデンふ頭 10 1

金 城 ふ 頭

12 2

11.5 2

8.5 1

横 須 賀 ふ 頭 7.5 1

飛 島 ふ 頭
16 1

15 4

弥 富 ふ 頭

14 1

14 1

14 1

10 3

鍋 田 ふ 頭 12 3
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　⑹　小型船だまり計画

　　　次のとおり計画する。

　　　イ　物揚場

ふ 頭 名 名　　　称 水深（メートル） 延長（メートル）

ガーデンふ頭 ガーデンふ頭船だまり 4 564

金 城 ふ 頭
金城ふ頭南船だまり 4.5 370

金城ふ頭北船だまり 4 450

　　　ロ　小型桟橋

ふ 頭 名 名　　　称 基　　数

弥 富 ふ 頭 弥富ボートパーク 5

　⑺　臨港交通施設計画

　　　次のとおり計画する。

ふ 頭 名 路線名称 起　　　点 終　　　点 車線数

金 城 ふ 頭

臨 港 道 路

メ キ シ コ 大 通

臨 港 道 路

空 見 ふ 頭 内 道 路

臨 港 道 路

南 京 大 路
6

臨 港 道 路

金 城 ふ 頭 内 道 路

臨 港 道 路

潮 凪 線

臨 港 道 路

メ キ シ コ 大 通
4

飛 島 ふ 頭

臨 港 道 路

飛 島 弥 富 ふ 頭 線

臨 港 道 路

飛 島 ふ 頭 中 央 線

臨 港 道 路

弥 富 ふ 頭 1 号 線
4

臨 港 道 路

木場金岡ふ頭内道路
県 道 7 1 号 線

臨 港 道 路

飛 島 ふ 頭 中 央 線
6

臨 港 道 路

飛 島 ふ 頭 中 央 線

臨 港 道 路

木場金岡ふ頭内道路
飛 島 ふ 頭 6

臨 港 道 路

木 場 金 岡 ふ 頭 1 号 線
国 道 3 0 2 号

臨 港 道 路

飛 島 ふ 頭 1 1 号 線
4

臨 港 道 路

飛 島 ふ 頭 1 1 号 線

臨 港 道 路

木 場 金 岡 ふ 頭 1 号 線
飛 島 ふ 頭 4

　⑻　自然的環境を保全する区域

　　　藤前干潟特別保護地区において、「自然的環境を保全する区域」を定める。

　⑼　港湾環境整備施設計画

　　　次のとおり計画する。

　　　イ　緑地

ふ 頭 名 面積（ヘクタール）

空 見 ふ 頭 3

北 浜 ふ 頭 3

南 浜 ふ 頭 8

弥 富 ふ 頭 3

　　　ロ　海浜

ふ 頭 名 延長（メートル）

弥 富 ふ 頭 260
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　⑽　土地造成及び土地利用計画

　　　次のとおり計画する。

　　　イ　土地造成計画 （単位：ha）

地区名

埠

頭

用

地

港

湾

関

連

用

地

交

流

厚

生

用

地

工

業

用

地

都

市

機

能

用

地

交

通

機

能

用

地

危
険
物
取
扱
施
設
用
地

緑

地

廃
棄
物
処
分
施
設
用
地

海

面

処

分

用

地

公

共

用

地

合

計

内港地区
（1）

10

（1）

10

金城地区
（21）

21

（12）

12

（1）

1

（34）

34

南部地区
（6）

6

（48）

48

（8）

8

（16）

16

（198）

198

（276）

276

西部地区
（7）

7

（65）

65

（1）

1

（3）

3

（76）

76

ポートアイ

ランド地区

（78）

78

（78）

78

合計
（34）

34

（77）

77

（48）

48

（9）

9

（20）

29

（276）

276

（464）

474

注 1 ） (　)は、港湾の開発、利用及び保全並びに港湾に隣接する地域の保全に、特に密接に関連する土地利用計画で

内数である。

注 2 ）端数整理のため、内訳の和は必ずしも合計とはならない。

用
　
　
途
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　　　ロ　土地利用計画 （単位：ha）

地区名

埠

頭

用

地

港

湾

関

連

用

地

交

流

厚

生

用

地

工

業

用

地

都

市

機

能

用

地

交

通

機

能

用

地

危
険
物
取
扱
施
設
用
地

緑

地

廃
棄
物
処
分
施
設
用
地

海

面

処

分

用

地

公

共

用

地

合

計

内港地区
（81）

81

（149）

149

（11）

11

（204）

204 14

（18）

43

（155）

155

（40）

51

（658）

708

金城地区
（128）

128

（105）

105

（51）

51

（74）

74

（25）

29

（6）

6

（390）

394

南部地区
（12）

12

（118）

118

（1666）

1666

（20）

47

（77）

77

（112）

112

（198）

198

（2203）

2230

西部地区
（303）

303

（471）

471

（416）

416

（83）

104

（142）

142

（1416）

1437

ポートアイ

ランド地区

（78）

78

（302）

302

（379）

379

合計
（523）

523

（843）

843

（62）

62

（2360）

2360 14

（147）

223

（232）

232

（301）

312

（276）

276

（302）

302

（5046）

5147

注 1 ） (　)は、港湾の開発、利用及び保全並びに港湾に隣接する地域の保全に、特に密接に関連する土地利用計画で

内数である。

注 2 ）端数整理のため、内訳の和は必ずしも合計とはならない。

　⑾　効率的な運営を特に促進する区域

　　　次のとおり計画する。

ふ 頭 名 名　　　称 水深（メートル） バース数 延長（メートル） 埠頭用地

金 城 ふ 頭 W56 8.5 1 270 4ha

飛 島 ふ 頭

W90〜W92 10〜12 3 620

137ha

R3 12 1 200

R1、R2 15 2 700

W93、W94 15 2 700

TS1、TS2 16 2 800

TS3 16 1 400

鍋 田 ふ 頭

T1、T2 14 2 700

79haT3 12 1 250

T4、T5 12 2 500

用
　
　
途
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　⑿　臨海部物流拠点の形成を図る区域

　　　次のとおり計画する。

ふ 頭 名 名　　　称 水深（メートル） バース数 延長（メートル） 面　　積

飛 島 ふ 頭

W90〜W92 10〜12 3 620

埠頭用地

137ha

港湾関連用地

231ha

交通機能用地

25ha

R3 12 1 200

R1、R2 15 2 700

W93、W94 15 2 700

TS1、TS2 16 2 800

TS3 16 1 400

　⒀　国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点として機能するために必要な施設

　　　次のとおり計画する。

　　　イ　国際海上輸送網の拠点として機能するために必要な施設

ふ 頭 名 名　　　称 水深（メートル） バース数 延長（メートル）

金 城 ふ 頭 W64 12 1 260

飛 島 ふ 頭
TS3 16 1 400

R1、R2 15 2 700

弥 富 ふ 頭 W8 14 1 340

鍋 田 ふ 頭 T4、T5 12 2 500

　　　ロ　国内海上輸送網の拠点として機能するために必要な施設

ふ 頭 名 名　　　称 水深（メートル） バース数 延長（メートル）

金 城 ふ 頭 W56 8.5 1 270

　⒁　大規模地震対策施設計画

　　　次のとおり計画する。

　　　イ　緊急物資輸送の拠点として機能するために必要な施設

ふ 頭 名 名　　　称 水深（メートル） バース数 延長（メートル）

金 城 ふ 頭 W56 8.5 1 270

横 須 賀 ふ 頭 W68 7.5 1 130

北 浜 ふ 頭 W101 7.5 1 130

弥 富 ふ 頭 W9 10 1 170

　　　ロ　幹線貨物輸送の拠点として機能するために必要な施設

ふ 頭 名 名　　　称 水深（メートル） バース数 延長（メートル）

飛 島 ふ 頭
TS3 16 1 400

R1、R2 15 2 700

鍋 田 ふ 頭 T4、T5 12 2 500

　⒂　港湾施設の利用

　　　次のとおり計画する。

　　　イ　物資補給等のための施設

ふ 頭 名 名　　　称 水深（メートル） バース数 延長（メートル）

大 手 ふ 頭 W11、W12 7.5 2 260

金 城 ふ 頭 W58、W59 10 2 400
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 2  　港湾計画の縦覧の場所

　　名古屋市港区港町 1 番11号　　名古屋港管理組合　企画調整室　計画担当

発行所　名古屋市港区港町１番11号

名古屋港管理組合


